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書き込み器とﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ

AVR JTAGICE mkⅡ

使用者の手引き

Atmel AVR JTAGICE mkⅡﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ

Atmel® AVR® JTAGICE mkⅡは全てのAtmel AVR 8及び32ﾋﾞｯﾄ ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗとﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯ
ｸﾞ能力を持つﾌﾟﾛｾｯｻでのﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを支援します。

支援されるｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは次のとおりです。

・ JTAG (32ﾋﾞｯﾄAVR、AVRXMEGA®、megaAVR®ﾃﾞﾊﾞｲｽ)

・ PDI (AVR XMEGAﾃﾞﾊﾞｲｽ) 注:ﾊｰﾄﾞｳｪｱ改訂01のみ

・ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE (megaAVRとtinyAVR®ﾃﾞﾊﾞｲｽ)

・ SPI (megaAVRとtinyAVRﾃﾞﾊﾞｲｽ)

・ aWire (32ﾋﾞｯﾄAVRﾃﾞﾊﾞｲｽ) 注:ﾊｰﾄﾞｳｪｱ改訂01のみ
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1. 序説

1.1. Atmel JTAGICE mkⅡの特徴

・ Atmel Studio、AVR32 Studio、AVR Studio®4とそれ以降に完全適合
・ OCDを持つ全てのAtmel AVR 8及び32ﾋﾞｯﾄ ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを支援
・ OCDを持つ全ての8及び32ﾋﾞｯﾄ AVRﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを支援
・ 正確な電気的特性
・ ﾃﾞｼﾞﾀﾙとｱﾅﾛｸﾞのﾁｯﾌﾟ上機能の模倣(ｴﾐｭﾚｰﾄ)
・ ｿﾌﾄｳｪｱ中断点(ﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄ) (注:ATmega128[A]を除く)
・ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾒﾓﾘ中断点
・ ｱｾﾝﾌﾞﾘ言語と高位言語でのｿｰｽ ﾚﾍﾞﾙ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを支援
・ ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ、EEPROM、ﾋｭｰｽﾞ、施錠ﾋﾞｯﾄのためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ (ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREを除く)
・ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞと制御用のPCに対するUSB 1.1とRS232ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
・ 9～15V DC電力に対する調整された電源
・ USBﾊﾞｽからの給電可
・ 1.65～5.5Vの目的対象動作電圧範囲

1.2. ｼｽﾃﾑ要件

Atmel JTAGICE mkⅡ本体はｺﾝﾋﾟｭｰﾀに前置ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ環境(Atmel Studio、AVR32 StudioまたはAVR Studio 4.9またはそれ以降)と連
携するﾕｰﾃｨﾘﾃｨがｲﾝｽﾄｰﾙされることが必要です。これらの一括のｼｽﾃﾑ要件についてはwww.atmel.comを調べてください。

JTAGICE mkⅡ本体は提供されたUSBまたはRS232ｹｰﾌﾞﾙのどちらかを使ってﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続されなければなりません。2つの接
続任意選択の機能は同じです。

注: Atmel StudioはRS232直列通信を支援しません。

JTAGICE mkⅡ本体は加えて9～15V DC外部電源に接続し得ます。ｹｰﾌﾞﾙはｷｯﾄに含まれます。外部電源が接続される場合、USB
電力は使われません。

1.3. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ改訂

改訂0のﾊｰﾄﾞｳｪｱはPDIやaWireのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを支援せず、ここで示されるよ
うにA0～で始まる通番を持ちます。

改訂1のﾊｰﾄﾞｳｪｱはPDIとaWireの両方を支援します。通番はここで示される
ようにA09-0041またはB0～で始まります。

改訂1は筐体内にUSB接続が行われた時に点灯する緑LEDもあります。

改訂1本体は完全にRoHS適合でもあります。

http://www.atmel.com/dyn/products/tools.asp?family_id=607
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2. 開始に際して

2.1. ｷｯﾄ内容

・ 探針付きAtmel AVR JTAGICE mkⅡ本体
・ USBｹｰﾌﾞﾙ (1.8m)
・ RS232ｼﾘｱﾙ ｹｰﾌﾞﾙ
・ DC電源ｹｰﾌﾞﾙ
・ 10ﾋﾟﾝ(JTAG)⇒6ﾋﾟﾝ(SPI)探針ｱﾀﾞﾌﾟﾀ ｹｰﾌﾞﾙ
・ 10芯多色特注ｺﾈｸﾀ(ﾊﾞﾗ線)ｹｰﾌﾞﾙ
・ 予備30芯ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ ｹｰﾌﾞﾙ
・ AVR技術ﾗｲﾌﾞﾗﾘDVD
・ Atmel AVR XMEGAﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ用PDIｱﾀﾞﾌﾟﾀ

図2-1. JTAGICE mkⅡｷｯﾄ内容

2.2. Atmel AVR JTAGICE mkⅡの給電

Atmel AVR JTAGICE mkⅡは9～15V DCを提供する外部電源を使って動作することができ、またはUSBﾊﾞｽから直接給電することが
できます。内部ｽｨｯﾁは既定で外部電源からの給電を選びます。けれども、これが接続されない、または外部電源が使用可能なﾚﾍﾞﾙ
以下に落ちる場合、電力は(接続されていれば)USBから取られます。

例えどの極性でも動くとは言え、電力ｽｨｯﾁが接地にするため、DCｼﾞｬｯｸの望まれる極性は中心が-です。JTAGICE mkⅡの電源投入
時、電力LEDが直ちに点灯するでしょう。LEDが点灯しない場合、充分な電源が使われていることを調査してください。

注: JTAGICE mkⅡがUSBだけから給電される場合、USBが最低500mA配給できる(自己給電ﾊﾌﾞ)ことが必要とされます。

JTAGICE mkⅡが目的対象とﾎｽﾄPCに正しく接続されると、電力をONにすることができます。給電されていないJTAGICE mkⅡに目的
対象から流れる電流の可能性を防ぐため、目的対象給電前にJTAGICE mkⅡの電源投入が推奨されます。

「ﾊｰﾄﾞｳｪｱ説明」章で示されるように2つのLEDは各々ｴﾐｭﾚｰﾀ電力と目的対象電力を示します。



Atmel AVR JTAGICE mkⅡ [使用者の手引き] 5

2.3. ﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀへの接続

最初にAtmel AVR JTAGICE mkⅡに接続する前に、ﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀにUSBﾄﾞﾗｲﾊﾞをｲﾝｽﾄｰﾙことを確実にしてください。これはAtmelに
よって無料で提供される前置ｿﾌﾄｳｪｱをｲﾝｽﾄｰﾙする時に自動的に行われます。更なる情報や最終版の前置ｿﾌﾄｳｪｱのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞに
ついてはwww.atmel.comをご覧ください。

JTAGICE mkⅡはUSBｹｰﾌﾞﾙを通してﾎｽﾄPCに、またはｼﾘｱﾙ ｹｰﾌﾞﾙを(PCのCOMﾎﾟｰﾄに）接続することができます。

2.4. ｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ接続

AVR Studio 5とAtmel StudioはRS232直列通信を支援しません。

2.5. USBﾄﾞﾗｲﾊﾞのｲﾝｽﾄｰﾙ

Atmel JTAGICE mkⅡ用のUSBﾄﾞﾗｲﾊﾞはAtmel Studio、AVR Studio 4とそれ以降版、AVR32 Studio前置ｿﾌﾄｳｪｱでｲﾝｽﾄｰﾙされます。

2.5.1. Windows

Microsoft® Windows®が走行するｺﾝﾋﾟｭｰﾀでJTAGICE mkⅡをｲﾝｽﾄｰﾙすると、本体が最初
に電源投入される時にUSBﾄﾞﾗｲﾊﾞが読み込まれます。

注: 最初に電源投入する前に、前置ｿﾌﾄｳｪｱ一括のｲﾝｽﾄｰﾙを確実にしてください。

新規ﾊｰﾄﾞｳｪｱ ｳｨｻﾞｰﾄﾞを通して既定(”推奨”)任意選択で処理してください。

図2-2. JTAGICE mkⅡのUSBﾄﾞﾗｲﾊﾞ ｲﾝｽﾄ-ﾙ

http://www.atmel.com/dyn/products/tools.asp?family_id=607
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自動的に検出されない場合、ｳｨｻﾞｰﾄﾞを<Windowsﾙｰﾄ>\infﾌｫﾙﾀﾞに格納されるJTAGICEmkII.infと呼ばれる(Ｊungoによって提供され
た)ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾄﾞﾗｲﾊﾞへ指示してください。

一旦、成功裏にｲﾝｽﾄｰﾙされると、JTAGICE mkⅡはﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾏﾈｰｼﾞｬで”Jungo”装置とし
て現れるでしょう。

JTAGICE mkⅡは今や使用の準備が整いました。

図2-3. JTAGICE mkⅡのUSBﾄﾞﾗｲﾊﾞ ｲﾝｽﾄ-ﾙ

2.6. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

Atmel Studioを使ってAtmel AVR JTAGICE mkⅡとで開始する最も簡単な方法はASFからの多くの例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの1つを構築すること
です。より多くの情報をご覧ください。

3. Atmel JTAGICE mkⅡの接続

3.1. JTAG目的対象への接続

Atmel JTAGICE mkⅡ探針は全てのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを支援する2つの目的対象10ﾋﾟﾝ ｺﾈｸﾀを持ちます。各ｺﾈｸﾀのﾋﾟﾝ配列は同
じです。JTAGﾃﾞﾊﾞｯｸﾞに対して、この10ﾋﾟﾝ ｺﾈｸﾀを直接使うことができます。他のｲﾝﾀｰﾌｪｰｽについてはｱﾀﾞﾌﾟﾀが必要とされます。

3.1.1. JTAG 10ﾋﾟﾝ ｺﾈｸﾀの使い方

10ﾋﾟﾝ JTAGｺﾈｸﾀのﾋﾟﾝ配列は図4-2. JTAGﾍｯﾀﾞ ﾋﾟﾝ配列で示されます。

JTAGICEE mkⅡを目的対象応用PCBに接続する時に10ﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞを正しい向きで使うことを確実にしてください。必要なら、50mil独立
ｱﾀﾞﾌﾟﾀがAtmelから入手可能です。
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JTAG物理ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽのより多くの情報については「物理ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ」の「JTAG」をご覧ください。

3.2. PDI目的対象への接続

6ﾋﾟﾝPDIｺﾈｸﾀ用のﾋﾟﾝ配列は図4-5. PDIﾍｯﾀﾞ ﾋﾟﾝ配列で示されます。

注: ﾊｰﾄﾞｳｪｱ改訂0のAtmel AVR JTAGICE mkⅡ本体はPDI能力を持ちません。本体がどのﾊｰﾄﾞｳｪｱ改訂かのより多くの情報につい
ては「ﾊｰﾄﾞｳｪｱ改訂」をご覧ください。

本体が改訂0の場合、このﾊｰﾄﾞｳｪｱを使うPDIのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞは不可能です。けれども、例えそれが目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽの入出力
ﾋﾟﾝを使うとは言え、(目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽで利用可能ならば)JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはPDIと同じ機能を提供します。

上で言及されたﾋﾟﾝ配列は元々のAtmel STK®600だけでなく将来的なAtmel AVR XMEGA能力ﾂｰﾙによっても支援されます。このﾋﾟ
ﾝ配列でJTAGICE mkⅡを使うために、最寄りのAtmel代理店で入手可能なJTAGICE mkⅡ用XMEGA PDIｱﾀﾞﾌﾟﾀを使うことが必要で
す。
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代わりに、PDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはJTAGICE mkⅡｷｯﾄと共に出荷される多色”ﾊﾞﾗ線”ｹｰﾌﾞﾙを使用して接続することもできます。
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標準6ﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞを持たない目的対象への接続時、JTAGIC 
E mkⅡ探針上の10ﾋﾟﾝJTAGｺﾈｸﾀと目的対象基板間ﾊﾞﾗ
線ｹｰﾌﾞﾙを使うことができます。4つの接続が必要とされ、
右表はそれらを接続する場所を記述します。

注: PDI_DATAは殆どのﾂｰﾙで使われる標準3番ﾋﾟﾝ接続
と比較して、JTAGｺﾈｸﾀの9番ﾋﾟﾝに接続されます。

表3-1. ﾊﾞﾗ線ｹｰﾌﾞﾙを使うPDIへの接続

JTAGICE mkⅡﾋﾟﾝ ﾊﾞﾗ線ｹｰﾌﾞﾙ色目的対象ﾋﾟﾝ STK600 PDIﾋﾟﾝ

1 (TCK) 黒

2 (GND) GND 白 6

3 (TDO) 灰

4 (VTref) VTref 紫 2

5 (TMS) 青

6 (nSRST) 緑PDI_CLK 5

7 (未接続) 黄

8 (nTRST) 橙

9 (TDI) PDI_DATA 赤 1

10 (GND) 茶

3.3. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE目的対象への接続

6ﾋﾟﾝ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｺﾈｸﾀ用のﾋﾟﾝ配列は図4-6. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE(SPI)ﾍｯﾀﾞ ﾋﾟﾝ配列で
示されます。

Atmel AVR JTAGICE mkⅡを目的対象応用PCBに接続する時に6ﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞを正し
い向きで使うことを確実にしてください。

例え正しく動作するためにﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｲﾝﾀｰﾌｪｰｽがVCC、GNDと1つの単線(RESET)だけが必要でも、SPIﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを使ってﾃﾞ
ﾊﾞｯｸﾞWIREｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(DWENﾋｭｰｽﾞ)を許可/禁止することができるように完全なSPIｺﾈｸﾀへの入出力を持つことが推奨されます。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ上での正しい通信を保証するためにRESET線に関していくつかの予防策がとなれなければなりません。RES 
ET線にﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗がある場合、この抵抗は10kΩよりも大きくなければなりません。JTAGICE mkⅡは内部RESETﾌﾟﾙｱｯﾌﾟを持ちま
す。RESET線の容量性負荷は取り去られるべきです。RESET線に繋がれる他のどの論理回路も取り去られるべきです。
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DWENﾋｭｰｽﾞが許可されると、OCD単位部がRESETﾋﾟﾝ上の制御を持つために、内部的にSPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが無効にされます。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ
WIRE OCDは(Atmel Studioのﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ内のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾀﾌﾞ上の釦を使って)一時的にそれ自身を禁止する能力があり、故に
RESET線の制御を解放します。(SPIENﾋｭｰｽﾞがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)される場合にだけ、)その後にSPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが再び利用可能で、SPIｲﾝ
ﾀｰﾌｪｰｽを使ってDWENﾋｭｰｽﾞを非ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(1)にすることを許します。DWENﾋｭｰｽﾞが非ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(1)にされる前に電力がOFF/ONされ
るとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE単位部は再びRESETﾋﾟﾝの制御を取ります。単純にAtmel StudioにDWENﾋｭｰｽﾞの設定と解除を扱わせることを強く
勧告します。

目的対象Atmel AVRの施錠ﾋﾞｯﾄがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)されている場合、ﾃﾞ
ﾊﾞｯｸﾞWIREｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使うのは不可能です。常にDWENﾋｭｰｽﾞ
をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)する前に施錠ﾋﾞｯﾄが解除(1)されていることを確実に
して、DWENﾋｭｰｽﾞがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)されている間に施錠ﾋﾞｯﾄを決して
設定(0)しないでください。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE許可(DWEN)ﾋｭｰｽﾞと施錠
ﾋﾞｯﾄの両方が設定(0)される場合、ﾁｯﾌﾟ消去を行うのに高電圧ﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを使うことができ、そのようにして施錠ﾋﾞｯﾄを解除(1)してく
ださい。施錠ﾋﾞｯﾄが解除(1)されると、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが
再び許可されます。DWENﾋｭｰｽﾞが非ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(1)の時のSPIｲﾝﾀｰ
ﾌｪｰｽはﾋｭｰｽﾞ読み出し、識票読み出し、ﾁｯﾌﾟ消去実行の能力だ
けです。

表3-2. ﾊﾞﾗ線ｹｰﾌﾞﾙを使うSPIへの接続

JTAGICE mkⅡﾋﾟﾝ ﾊﾞﾗ線ｹｰﾌﾞﾙ色目的対象ﾋﾟﾝ SPIﾋﾟﾝ

1 (TCK) 黒SCK 3

2 (GND) GND 白 6

6 (nSRST) /RESET

3 (TDO) MISO 灰 1

4 (VTref) VTref 紫 2

5 (TMS) 青

緑 5

7 (Vsupply) 黄

8 (nTRST) 橙

9 (TDI) MOSI 赤 4

10 (GND) 茶

3.4. aWire目的対象への接続

6ﾋﾟﾝaWireｺﾈｸﾀ用のﾋﾟﾝ配列は図4-4. aWireﾍｯﾀﾞ ﾋﾟﾝ配列で示さ
れます。

注: ﾊｰﾄﾞｳｪｱ改訂0のAtmel AVR JTAGICE mkⅡ本体はaWire能
力を持ちません。本体がどのﾊｰﾄﾞｳｪｱ改訂かのより多くの情報
については「ﾊｰﾄﾞｳｪｱ改訂」をご覧ください。

本体が改訂0の場合、このﾊｰﾄﾞｳｪｱを使うaWireのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞ
ﾊﾞｯｸﾞは不可能です。けれども、例えそれが目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽの入
出力ﾋﾟﾝを使うとは言え、(目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽで利用可能ならば)JTA 
GｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはaWireと同じ機能を提供します。

右で示されるﾋﾟﾝ配列はaWire用推奨ﾋﾟﾝ配列で、将来のaWire能
力ﾂｰﾙによって元々支援されます。JTAGICE mkⅡはこの配列へ
の割り当てに使われる10ﾋﾟﾝ多色”ﾊﾞﾗ線”ｹｰﾌﾞﾙが必要です。

表3-3. ﾊﾞﾗ線ｹｰﾌﾞﾙを使うaWireへの接続

JTAGICE mkⅡﾋﾟﾝ ﾊﾞﾗ線ｹｰﾌﾞﾙ色目的対象ﾋﾟﾝ aWireﾋﾟﾝ

1 (TCK) 黒

2 (GND) GND 白 6

3 (TDO) 灰

4 (VTref) VTref 紫 2

5 (TMS) 青

6 (nSRST) 緑

7 (未接続) 黄

8 (nTRST) 橙

9 (TDI) aWire 赤 1

10 (GND) 茶
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3.5. SPI目的対象への接続

6ﾋﾟﾝSPIｺﾈｸﾀ用のﾋﾟﾝ配列は図4-7. SPIﾍｯﾀﾞ ﾋﾟﾝ配列で示されます。

Atmel AVR JTAGICE mkⅡを目的対象応用PCBに接続する時に6ﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞを正しい向きで使うことを確実にしてください。

注: ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE許可(DWEN)ﾋｭｰｽﾞがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)されている時に、例えSPIENﾋｭｰｽﾞもﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)されていても、SPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは事
実上禁止されます。SPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを再許可するには、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREでのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業中に’disable debugWIRE’命令が発行され
なければなりません。この方法でのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE禁止はSPIEN
ﾋｭｰｽﾞが既にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)されていることが必要です。Atmel 
StudioがﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE禁止を失敗する場合、多分SPIENﾋｭｰｽﾞ
がﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)にされていないでしょう。その場合、SPIENﾋｭｰｽﾞ
をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)するのに高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使うこ
とが必要です。単純にAtmel StudioにDWENﾋｭｰｽﾞの設定と解
除を扱わせることを強く勧告します。

表3-4. ﾊﾞﾗ線ｹｰﾌﾞﾙを使用するSPIへの接続

JTAGICE mkⅡﾋﾟﾝ ﾊﾞﾗ線ｹｰﾌﾞﾙ色目的対象ﾋﾟﾝ SPIﾋﾟﾝ

1 (TCK) 黒SCK 3

2 (GND) GND 白 6

6 (nSRST) /RESET

3 (TDO) MISO 灰 1

4 (VTref) VTref 紫 2

5 (TMS) 青

緑 5

7 (Vsupply) 黄

8 (nTRST) 橙

9 (TDI) MOSI 赤 4

10 (GND) 茶

3.6. Atmel STK500とのAtmel JTAGICE mkⅡの使い方

Atmel STK500ｽﾀｰﾀ ｷｯﾄはJTAG、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE、SPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを通してAteml AVR JTAGICE mkⅡを接続することができるAtmel 
AVRﾃﾞﾊﾞｲｽの収容場所に使うことができます。

JTAG目的対象への接続時、単純にここで示されるATSTK500_JTAG_ADAPTERを使ってください。
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いくつかのSTK500(と初期のJTAGICE mkⅡｷｯﾄ)と共に出荷したSTK500 JTAGｱﾀﾞﾌﾟﾀはSTK500上のSCKT3100A3とSCKT3000D3と
一致するJTAGを持つAVRﾃﾞﾊﾞｲｽに対して簡単にSTK500へ接続するのに使うことができます。

注: 例えばSTK501/502のようなSTK500用ｱﾄﾞｵﾝ ｶｰﾄﾞは通常専用のJTAGｺﾈｸﾀを持ちます。

利用可能なSTK500 JTAGｱﾀﾞﾌﾟﾀを持たない場合、STK500のﾎﾟｰﾄＣのPC5～2でﾃﾞﾊﾞｲｽのJTAGﾎﾟｰﾄに直接接続するのに、10ﾋﾟﾝ多
色”ﾊﾞﾗ線”ｹｰﾌﾞﾙも使うことができます。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREとSPIの目的対象への接続は同じ10ﾋﾟﾝまたは6ﾋﾟﾝのﾘﾎﾞﾝ ｹｰﾌﾞﾙを使って行われます。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ使用
時、必要とされるように駆動されることをﾘｾｯﾄ線に許すために、STK500のRESETｼﾞｬﾝﾊﾟを取り去ることを確実にしてください。



Atmel AVR JTAGICE mkⅡ [使用者の手引き] 13

代わりに、JTAGICE mkⅡは(提供された)10ﾋﾟﾝ”ﾊﾞﾗ線”ｹｰﾌﾞﾙを使ってどの目的対象ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽにも接続することができます。

STK500でﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使ってﾃﾞﾊﾞｲｽをﾃﾞﾊﾞｯｸﾞする時に、(内部RCを使わない限り)ﾃﾞﾊﾞｲｽへのｸﾛｯｸ接続を確実にして
ください。これは度々Atmel tinyAVRﾃﾞﾊﾞｲｽに対していくつかのｼﾞｬﾝﾊﾟ(線)が必要です。また、RESET信号が正しく接続され、STK50 
0上のRESETｼﾞｬﾝﾊﾟが取り去られることを確実にしてください。

3.7. Atmel STK600とのAtmel JTAGICE mkⅡの使い方

Atmel STK600ｽﾀｰﾀ ｷｯﾄはJTAG、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE、PDI、SPI、aWireｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを通してAtmel JTAGICE mkⅡを接続することができる
Atmel AVRﾃﾞﾊﾞｲｽの収容場所に使うことができます。
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JTAG目的対象への接続時、単純にJTAGICE mkⅡ探針をSTK600上の内部JTAGﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞに接続してください。

PDI目的対象への接続時、SPI/PDIｺﾈｸﾀに接続するのに単純に(提供された)6ﾋﾟﾝ100milｱﾀﾞﾌﾟﾀを使ってください。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREまたはSPIの目的対象への接続時、SPI/PDIｺﾈｸﾀに接続するのに単純に(提供された)10ﾋﾟﾝ-6ﾋﾟﾝ100milﾘﾎﾞﾝ ｹｰﾌﾞﾙを
使ってください。

aWire目的対象への接続時、指定されたﾋﾟﾝ配列に接続するのに(提供された)10ﾋﾟﾝ多色”ﾊﾞﾗ線”ｹｰﾌﾞﾙが使われなければなりませ
ん。「aWire目的対象への接続」項をご覧ください。
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4. ﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

4.1. ﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ(OCD)の序説

伝統的なｴﾐｭﾚｰﾀは目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽの正確な動きを真似ようとする道具です。より近いこの動きは実際のﾃﾞﾊﾞｲｽの動きで、より良い
模倣です。

Atmel AVR JTAGICE mkⅡは伝統的なｴﾐｭﾚｰﾀではありません。代わりに、JTAGICE mkⅡはﾃﾞﾊﾞｲｽの実行を監視して制御するため
の機構を提供する目的対象Atmel AVRﾃﾞﾊﾞｲｽ内の内部ﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｼｽﾃﾑ(OCD:On^Chip Debug system)とｲﾝﾀｰﾌｪｰｽします。こ
の方法ではﾃﾞﾊﾞｯｸﾞをされつつある応用がｴﾐｭﾚｰﾄされませんが、現実のAVR目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ上で実際に実行されます。

OCDｼｽﾃﾑとで、応用は伝統的なｴﾐｭﾚｰﾀでは技術的に実現可能ではない何か、即ち目的対象ｼｽﾃﾑで正確な電気的及びﾀｲﾐﾝｸﾞ
の特性を保って静かに実行することができます。

走行動作

走行動作時、ｺｰﾄﾞの実行はJTAGICE mkⅡと完全に独立です。JTAGICE mkⅡは中断条件が発生したかを知るために目的対象AVR
を継続的に監視します。これが発生すると、OCDｼｽﾃﾑはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを通してﾃﾞﾊﾞｲｽに質問し、使用者にﾃﾞﾊﾞｲｽの内部状
況を見ることを許します。

停止動作

中断点(ﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄ)到達時、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行は停止されますが、全ての入出力は中断点が起きなかったように走行を継続します。例
えば中断点発生時に丁度USART送信が初期化(/設定)されたと仮定します。この場合は例えｺｱが停止動作であっても、USARTは送
信を完了する全速で走行を継続します。

ﾊｰﾄﾞｳｪｱ中断点

AVR OCD部はﾊｰﾄﾞｳｪｱで実装された多数のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ比較器を含みます。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀが比較器ﾚｼﾞｽﾀの1つに格納された
値と一致すると、OCDは停止動作へ移行します。ﾊｰﾄﾞｳｪｱ中断点はOCD部で専用のﾊｰﾄﾞｳｪｱを必要とするため、利用可能な中断
点数は目的対象AVRに実装されるOCD部の大きさに依存します。通常、ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞによって内部使用のために1つのこのようなﾊｰﾄﾞｳｪ
ｱ比較器が”予約”されます。様々なOCD部で利用可能なﾊｰﾄﾞｳｪｱ中断点のより多くの情報については「Atmel AVR OCD実装」項を
ご覧ください。

ｿﾌﾄｳｪｱ中断点

ｿﾌﾄｳｪｱ中断点は目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ上のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾒﾓﾘに配置されたBREAK命令です。この命令が読み込まれると、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行が中
断され、OCDは停止動作へ移行します。実行を継続するには、OCDから”start”命令を与えなければなりません。全てのAVRがBRE 
AK命令を支援するOCD部を持っている訳ではありません。様々なOCD部で利用可能なｿﾌﾄｳｪｱ中断点のより多くの情報については
「Atmel AVR OCD実装」項をご覧ください。

OCDｼｽﾃﾑ使用時の考慮と制限の更なる情報については「特別な考慮」章をご覧ください。

4.2. 物理ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

Atmel AVR JTAGICE mkⅡはこれ以降の項で記述されるように多数のﾊｰﾄﾞｳｪｱ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを支援します。

4.2.1. JTAG

JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはIEEE® 1149.1規格に適合する4線検査入出力ﾎﾟｰﾄ(TAP:Test Access Port)制御器から成ります。IEEE規格は回
路基板の接続性(境界走査)を効率的に検査する工業標準的な方法を提供するために開発されました。Atmel AVRﾃﾞﾊﾞｲｽは完全な
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの支援を含むように拡張されたこの機能を持ちます。

JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持つAtmel AVRを含む応用PCB設計時、「図4-2. JTAGﾍｯﾀﾞ ﾋﾟﾝ配列」で示されるようなﾋﾟﾝ配列を使うことが推奨
されます。JTAGICE mkⅡの100mil探針ｱﾀﾞﾌﾟﾀはこのﾋﾟﾝ配列を支援します。

図4-1. JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの基本

JTAGICE mkⅡ
探針

TCK
TMS
TDI
TDO

AVR
目的対象
ﾃﾞﾊﾞｲｽ

VCC

VTref

nSRST /RESET

(他の回路)

GND
VTref
nSRST
nTRST
GND

TCK
TDO
TMS
N.C.
TDI

JTAG

1 2

図4-2. JTAGﾍｯﾀﾞ ﾋﾟﾝ配列



Atmel AVR JTAGICE mkⅡ [使用者の手引き] 16

表4-1. JTAGﾋﾟﾝ説明

名前 説明ﾋﾟﾝ番号

TCK 検査ｸﾛｯｸ (JTAGICE mkⅡから目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽへのｸﾛｯｸ信号)1

TMS 5 検査種別選択 (JTAGICE mkⅡから目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽへの制御信号)

TDI 9 検査ﾃﾞｰﾀ入力 (JTAGICE mkⅡから目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽへ送出されるﾃﾞｰﾀ)

TDO 3 検査ﾃﾞｰﾀ出力 (目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽからJTAGICE mkⅡへ送出されるﾃﾞｰﾀ)

nTRST 8

nSRST 6

検査ﾘｾｯﾄ (任意、いくつかのAVRﾃﾞﾊﾞｲｽのみ)。JTAG TAP制御器のﾘｾｯﾄに使用

元ﾘｾｯﾄ (任意)。目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾘｾｯﾄに使用。或る筋書でのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを必要とし得る、ﾘｾｯﾄ状態で目的対
象ﾃﾞﾊﾞｲｽを保持することをJTAGICE mkⅡに許すために、このﾋﾟﾝの接続が推奨されます。例えば応用ﾌｧｰﾑ
ｳｪｱによってJTAG禁止(JTD)ﾋﾞｯﾄが設定(1)された場合、JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを禁止します。nSRSTﾋﾟﾝはJTAGIC 
E mkⅡで内部ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟを持ちます。

VTG 4
目的対象基準電圧。JTAGICE mkⅡは正しくﾚﾍﾞﾙ変換器を給電するために、このﾋﾟﾝで目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ電圧
を採取します。JTAGICE mkⅡはこのﾋﾟﾝから1mA未満を引き出します。

GND 2,10
接地。JTAGICE mkⅡと目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽが同じ接地基準を共用するのを保証するために両方が接続されなけ
ればなりません。

助言: 4番ﾋﾟﾝとGND間に雑音分離(ﾃﾞｶｯﾌﾟ)ｺﾝﾃﾞﾝｻを含むことを覚えて置いてください。

注: JTAGICE mkⅡは目的対象によって給電することができません。Vsupply(7番ﾋﾟﾝ)は未接続にして置くべきです。

目的対象応用で外部回路がJTAGﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ線を共用する時は、駆動部の衝突を避けるため、図4-1. JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの基本で示され
るように直列抵抗が使われるべきです。抵抗の値は外部回路とAVRがそれらの最大定格(即ち、引き込みと流れ出しの過度な電流)
を超えないように選ばれるべきです。1kΩが一般的に使われる値です。

これらの要素がJTAG信号によって放電され、ｺﾝﾃﾞﾝｻの残存電圧によって影響を及ぼされて誤った論理ﾚﾍﾞﾙを引き起こす可能性の
ため、JTAG作業中に(抵抗の外側であるべき)これらの線上のどのｱﾅﾛｸﾞ濾波器も切断されることが推奨されます。濾波器が切断でき
ない場合、電圧を安定に保つために作業中に目的対象VCCを直接ｺﾝﾃﾞﾝｻに印加することが推奨されます。これを行う時にはｺﾝﾃﾞﾝ
ｻとJTAG線の間に充分大きな抵抗を必ず使ってください!。

JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは多数のﾃﾞﾊﾞｲｽに対してﾃﾞｨｰｼﾞｰ ﾁｪｰﾝ構成設定内で単一ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽへ接続することを許します。目的対象ﾃﾞﾊﾞ
ｲｽは全てが同じ供給電圧によって給電され、共通接地節を共用しなければならず、「図4-3. JTAGﾃﾞｨｰｼﾞｰ ﾁｪｰﾝ」で示されるように
接続されなければなりません。

図4-3. JTAGﾃﾞｨｰｼﾞｰ ﾁｪｰﾝ

TDI

TDO

TCK
TMS

VCC VCC VCC

JTAGICE mkⅡ
探針 AVR

目的対象
ﾃﾞﾊﾞｲｽ

AVR
目的対象
ﾃﾞﾊﾞｲｽ

AVR
目的対象
ﾃﾞﾊﾞｲｽ

VTref

ﾃﾞｨｰｼﾞｰ ﾁｪｰﾝでﾃﾞﾊﾞｲｽ接続時、以下の点が考慮されなければなりません。

・ 全てのﾃﾞﾊﾞｲｽはJTAGICE mkⅡ探針のGNDに接続された共通接地(GND)を共用しなければなりません。

・ 全てのﾃﾞﾊﾞｲｽは同じ目的対象電圧で動作しなければなりません。JTAGICE mkⅡ探針のVTrefはﾁｪｰﾝ内の最初のﾃﾞﾊﾞｲｽのVCC

に接続されなければなりません。

・ TMSとTCKは並列で接続されます。TDIとTDOは直列連鎖で接続されます。

・ ﾁｪｰﾝ内のﾃﾞﾊﾞｲｽのどれか1つがJTAGﾎﾟｰﾄを禁止する場合、JTAGICE mkⅡ探針のnSRSTはﾃﾞﾊﾞｲｽのRESETに接続されなければ
なりません。

・ ”Devices before”はTDI信号が目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽに到達する前にﾃﾞｨｰｼﾞｰ ﾁｪｰﾝ内を通って通過しなければならないJTAGﾃﾞﾊﾞｲｽ
数を参照します。同様に”Devices after”は信号がJTAGICE mkⅡのTDOﾋﾟﾝに到達する前に目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽの後を通って通過し
なければならないﾃﾞﾊﾞｲｽ数です。

・ ”Instruction bits before”と”Instruction bits after”はﾃﾞｨｰｼﾞｰ ﾁｪｰﾝ内で目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽの前後に接続される全てのJTAGﾃﾞﾊﾞｲｽ
の命令ﾚｼﾞｽﾀ(IR)長の総合計を参照します。

・ 総IR長(Instruction bits before+Atmel AVR IR長+Instruction bits after)は最大32ﾋﾞｯﾄに制限されます。
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ﾃﾞｨｰｼﾞｰ ﾁｪｰﾝ例 : TDI ⇒ ATmega1280 ⇒ ATxmega128A1 ⇒ ATUC3A0512 ⇒ TDO

Atmel AVR XMEGAﾃﾞﾊﾞｲｽに接続するためのﾃﾞｨｰｼﾞｰ ﾁｪｰﾝ設定は次のとおりです。

Devices before : 1
Devices after : 1
Instruction bits before : 4 (AVRﾃﾞﾊﾞｲｽは4ﾋﾞｯﾄのIRを持ちます。)
Instruction bits after : 5 (Atmel AVR 32ﾋﾞｯﾄ ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗは5ﾋﾞｯﾄのIRを持ちます。)

4.2.2. aWire物性

aWireｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはRESETﾋﾟﾝを使う少ﾋﾟﾝ数のAVR 32ﾋﾞｯﾄ ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用の単ﾋﾟﾝ 
ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽです。JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを通して利用可能なOCDｼｽﾃﾑの全ての機能はaWireを使ってｱ
ｸｾｽすることもできます。

aWireｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持つAVRを含む応用PCBの設計時、図4-4. aWireﾍｯﾀﾞ ﾋﾟﾝ配列で示されるﾋﾟﾝ配
列が使われるべきです。将来のaWire能力を持つﾂｰﾙがこのﾋﾟﾝ配列を支援する一方で、Atmel JTA 
GICE mkⅡはこのﾋﾟﾝ配列に割り当てるために10ﾋﾟﾝの”ﾊﾞﾗ線”ｹｰﾌﾞﾙの使用が必要です。

VCC

N.C.
GND

DATA
N.C.
N.C.

aWire

1 2

図4-4. aWireﾍｯﾀﾞ ﾋﾟﾝ配列

4.2.3. PDI物性

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(PDI:Program and Debug Interface)はﾃﾞﾊﾞｲｽの外部ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用のAtmel専有ｲﾝ
ﾀｰﾌｪｰｽです。PDI物性は目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽとの双方向半二重同期通信を提供する2ﾋﾟﾝ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽです。

PDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持つAtmel AVRを含む応用PCBの設計時、図4-5. PDIﾍｯﾀﾞ ﾋﾟﾝ配列で示されるﾋﾟﾝ
配列が使われるべきです。そしてJTAGICE mkⅡ探針を応用PCBへ接続するのに、Atmel AVR JTAG 
ICE mkⅡｷｯﾄと共に提供される6ﾋﾟﾝ ｱﾀﾞﾌﾟﾀの1つを使うことができます。

注: 右で示されるﾋﾟﾝ配列はAtmel STK600、Atmel AVR ONE!、AVR Dragon、そしてPDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
を持つ将来のﾂｰﾙと一致します。JTAGICE mkⅡは(ｷｯﾄと共に出荷された、または最寄りのAtmel
代理店から入手可能な)JTAGICE mkⅡ用のAVR XMEGA PDIｱﾀﾞﾌﾟﾀを使ってこのﾋﾟﾝ配列を支
援します。

VCC

N.C.
GND

DATA
N.C.
CLK

PDI

1 2

図4-5. PDIﾍｯﾀﾞ ﾋﾟﾝ配列

4.2.4. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは小ﾋﾟﾝ数ﾃﾞﾊﾞｲｽで使うためにAtmelによって開発されました。4ﾋﾟﾝを使うJTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとは異なり、ﾃﾞ
ﾊﾞｯｸﾞWIREはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾂｰﾙと共に双方向半二重非同期通信用に単一(RESET)ﾋﾟﾝだけを利用します。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持つAtmel AVRを含む応用PCBの設計時、図4-6. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE(SPI)ﾍｯﾀﾞ 
ﾋﾟﾝ配列で示されるﾋﾟﾝ配列が使われるべきです。

注: ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとして使うことができません。これは目的対象
をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするために、(図4-7. SPIﾍｯﾀﾞ ﾋﾟﾝ配列で示されるような)SPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽも利用可能
でなければならないことを意味します。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE許可(DWEN)ﾋｭｰｽﾞがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)され、施錠ﾋﾞｯﾄが非ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(1)の時に、目的対象内の
ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｼｽﾃﾑが活性(有効)にされます。RESETﾋﾟﾝはﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ許可のﾜｲﾔｰﾄﾞAND(ｵｰﾌﾟﾝ ﾄﾞﾚｲ
ﾝ)双方向入出力ﾋﾟﾝとして構成設定され、目的対象とﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ間の通信中継器になります。

VCC

MOSI
GND

MISO
SCK

nRESET

ISP

1 2

図4-6. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE(SPI)
 ﾍｯﾀﾞ ﾋﾟﾝ配列

4.2.5. SPI

実装書き込み(ISP:In-System Programming)はﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘとEEPROM内にｺｰﾄﾞを書き込むのに目的
対象のAtmel AVRの内部SPI(Serial Peripheral Interface)を使います。これはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽで
はありません。SPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持つAVRを含む応用PCBの設計時、図4-7. SPIﾍｯﾀﾞ ﾋﾟﾝ配列で示さ
れるﾋﾟﾝ配列が使われるべきです。

VCC

MOSI
GND
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SCK

nRESET
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1 2

図4-7. SPIﾍｯﾀﾞ ﾋﾟﾝ配列
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4.3. Atmel AVR OCD実装

4.3.1. Atmel AVR UC3 OCD (JTAGとaWire)

Atmel AVR UC3 OCDｼｽﾃﾑは高い柔軟性と強力で開かれた32ﾋﾞｯﾄ ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ用のﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ規格であるNexus 2.0規格
(IEEE®-ISTO 5001-2003)に従って設計されています。これは以下の機能を支援します。

・ Nexus適合ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ解決策
・ どのCPU速度も支援するOCD
・ 6つのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ ﾊｰﾄﾞｳｪｱ中断点(ﾌﾞﾚｰｸ ﾎﾟｲﾝﾄ)
・ 2つのﾃﾞｰﾀ中断点
・ 監視点として構成設定できる中断点
・ 範囲での中断を与えるように結合することができるﾊｰﾄﾞｳｪｱ中断点

このﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ関するより多くの情報については「特別な考慮」をご覧ください。

AVR UC3 OCDｼｽﾃﾑに関するより多くの情報についてはwww.atmel.com\uc3に置かれているAVR32UC技術参考書を調べてくださ
い。

4.3.2. Atmel AVR XMEGA OCD (JTAGとPDI物性)

Atmel AVR XMEGA OCDは他にPDI(Program and Debug Interface)として知られます。(JTAGとPDI物性の)2つの物理ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが
ﾃﾞﾊﾞｲｽ内で同じOCD実装へのｱｸｾｽを提供します。これは以下の機能を支援します。

・ 完全なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの流れ制御
・ 1つの専用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｱﾄﾞﾚｽ比較器またはｼﾝﾎﾞﾘｯｸ中断点(予約)
・ 4つのﾊｰﾄﾞｳｪｱ比較器
・ (BREAK命令を使う)無制限数の使用者ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ中断点
・ ｼｽﾃﾑ ｸﾛｯｸ周波数での制限なし

このﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ関するより多くの情報については「特別な考慮」をご覧ください。

4.3.3. Atmel megaAVR OCD (JTAG)

Atmel megaAVR OCDはJTAG物理ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽに基づきます。これは以下の機能を支援します。

・ 完全なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの流れ制御
・ 4つのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾒﾓﾘ (ﾊｰﾄﾞｳｪｱ)中断点 (1つは予約)
・ ﾃﾞｰﾀ中断点形式に結合することができるﾊｰﾄﾞｳｪｱ中断点
・ (BREAK命令を使う)無制限数のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ中断点 (ATmega128[A]を除く)

このﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ関するより多くの情報については「特別な考慮」をご覧ください。

4.3.4. Atmel megaAVR/tinyAVR OCD (ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE)

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE OCDは小ﾋﾟﾝ数のAVRﾃﾞﾊﾞｲｽ用に特に設計された制限された機能一式を持つ特殊化したOCD部です。これは以下の
機能を支援します。

・ 完全なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの流れ制御
・ (BREAK命令を使う)無制限数の使用者ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ中断点
・ 目的対象ｸﾛｯｸに基づく自動転送速度構成設定

このﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ関するより多くの情報については「特別な考慮」をご覧ください。

5. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ説明

5.1. 物理的寸法

・ 主本体 : 140mm×110mm×30mm
・ 探針ｹｰﾌﾞﾙ : 180mm
・ 探針 : 「探針」に対する記述をご覧ください。

http://www.atmel.com/uc3
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5.2. LED

Atmel AVR JTAGICE mkⅡは現在のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞまたはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの作業の状態を示す3つのLEDを持ちます。

表5-1. LED

LED 説明位置

目的対象電源 1 目的対象基板の電源がONの時に緑

 JTAGICE mkⅡ
電源

2
JTAGICE mkⅡ本体が給電される時に赤。点滅はUSBﾊﾌﾞ
が必要とされる電力量を割り当てられないことを示します。

状態 3

緑 : ﾃﾞｰﾀ転送。緑点滅は目的対象走行を示します。
橙 : ﾌｧｰﾑｳｪｱ更新また初期化
赤 : ｱｲﾄﾞﾙ、未接続
消灯 : ｱｲﾄﾞﾙ、接続中

5.3. 背面

Atmel AVR JTAGICE mkⅡの背面はDCｼﾞｬｯｸ、電源ｽｨｯﾁ、
USBとRS-232のｺﾈｸﾀを収容します。

通番は本体底面の張り紙で示されます。

5.4. 基本構造説明

Atmel AVR JTAGICE mkⅡの基本構造は図5-1. JTAGICE mkⅡ構成図の構成図で示されます。

図5-1. JTAGICE mkⅡ構成図

VCC VTarget

目的対象ﾎｽﾄPC

9～15V DC

主基板 SRAM

AVR
MCU

USB

ﾚﾍﾞﾙ
変換器

電源部

探針
AVR
MCU

RS-232

5.4.1. 電源

Atmel AVR JTAGICE mkⅡの電源は右図で示されるように実装さ
れます。JTAGICE mkⅡの背面で見つかる電源ｽｨｯﾁは、外部と
USBの両方の電力をONに切り替え、内部ｽｨｯﾁはどの電源を使う
かを選びます。外部電源は、それが充分な電力を提供する場合
に既定で選ばれます。

注: JTAGICE mkⅡは目的対象応用から給電できません。

図5-2. 電源切り替え

直線型
調整器

電源選択
電源
ｽｨｯﾁ

ｽｨｯﾁﾝｸﾞ
調整器

外部電源

USB電源

VCC

5.4.2. ﾚﾍﾞﾙ変換器

ﾚﾍﾞﾙ変換器の目的はAtmel AVR JTAGICE mkⅡそれ自身と異なる電圧で走行する目的対象基板との成功裏の通信を提供すること
です。ﾚﾍﾞﾙ変換器は1.65～5.5Vの目的対象電圧を支援するように設計されています。
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5.4.3. 探針

目的対象ｱﾀﾞﾌﾟﾀが下で表されます。20芯のﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ ｹｰﾌﾞﾙが目的対象ｱﾀﾞﾌﾟﾀをAtmel AVR JTAGICE mkⅡに接続します。目的対
象ｱﾀﾞﾌﾟﾀは同じﾋﾟﾝ配列と信号を持つ2つの10ﾋﾟﾝ ｺﾈｸﾀを持ちます。目的対象基板に最良適合する方を使ってください。どんな時で
もｺﾈｸﾀの1つだけが接続されるべきです。

図5-3. JTAGICE mkⅡ探針
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探針を目的対象応用にどう接続するかの更なる情報については「Atmel JTAGICE mkⅡの接続」章をご覧ください。

6. ｿﾌﾄｳｪｱ統合

6.1. Atmel Studio

6.1.1. Atmel Studio

Atmel StudioはVisual Studio®ｼｪﾙに基づいてAtmel AVR 8ﾋﾞｯﾄと32ﾋﾞｯﾄ ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ用の応用を開発するための統合開発環境
(IDE:Integrated Development Environment)です。Atmel Studioが提供するための何を持つのかの更なる情報についてはAtmel Stud 
ioのﾍﾙﾌﾟをご覧ください。

Atmel AVR JTAGICE mkⅡはAVR Studio 4とAtmel Studioにも適合します。

6.1.2. Atmel StudioﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞGUI

Atmel AVR JTAGICE mkⅡはAtmel Studio IDEの一部であるGUI環境を使ってAtmel AVRﾃﾞﾊﾞｲｽをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするのに使うことがで
きます。

6.1.3. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ任意選択

Atmel StudioはAtmel AVR JTAGICE mkⅡを使ってAtmel AVRﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを支援します。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞは選択した目
的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽに従ってJTAG、aWire、SPI、PDIの動作を使うように構成設定することができます。

ｸﾛｯｸ周波数はSPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽに対してだけ構成設定することができます。JTAG、aWire、PDIのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽについてはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞが
目的対象のｸﾛｯｸと独立して行われ、故に構成設定が必要とされません。

6.1.4. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ任意選択

Atmel Studioを使ってAtmel AVRﾃﾞﾊﾞｲｽをﾃﾞﾊﾞｯｸﾞする時に、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ ｳｨﾝﾄﾞｳ内の’Tool’ﾀﾌﾞはいくつかの重要な構成設定
任意選択を含みます。更なる説明が必要な任意選択は以下です。

・ 目的対象ｸﾛｯｸ周波数(Target Clock Frequency)

目的対象ｸﾛｯｸ周波数 : JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽでAtmel megaAVRﾃﾞﾊﾞｲｽの信頼に足るﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを達成するには目的対象ｸﾛｯｸ周波数の
正確な設定が重要です。この設定はﾃﾞﾊﾞｯｸﾞされる応用の目的対象AVRﾃﾞﾊﾞｲｽの最低動作周波数に反映されます。より多くの情
報については「特別な考慮」章をご覧ください。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽでのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業は目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽそれ自身によってｸﾛｯｸ駆動され、故に周波数設定は全く必要と
されません。Atmel AVR JTAGICE mkⅡはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業の開始で通信用の正しいﾎﾞｰﾚｰﾄを自動的に選択します。

aWireｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使うﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ時、JTAGICE mkⅡはﾎﾞｰﾚｰﾄを最適値に調整し、使用者設定は全く必要とされません。

Atmel AVR XMEGA目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽはJTAGに対して最大速度、PDIに対して固定の1MHzｸﾛｯｸでｸﾛｯｸ駆動されます。XMEGAﾃﾞ
ﾊﾞｲｽは全く同期が必要とされず、故にｸﾛｯｸは構成設定不可です。

・ EEPROM保護(Preserve EEPROM)

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業前に目的対象の再書き込み中にEEPROMの消去を避けるにはこの任意選択を選択してください。

・ ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ時に外部ﾘｾｯﾄ常時活性(Always activate external reset when reprogramming device)

目的対象がJTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを禁止する場合、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ中に外部ﾘｾｯﾄがLowに引かれなければなりません。外部ﾘｾｯﾄを使うか
どうかを繰り返し問われるのを避けるにはこの任意選択を選択してください。



Atmel AVR JTAGICE mkⅡ [使用者の手引き] 21

7. ｺﾏﾝﾄﾞ行ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ
Atmel StudioはJTAGICE mkⅡを使って目的対象をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするのに使うことができるatprogramと呼ばれるｺﾏﾝﾄﾞ行ﾕｰﾃｨﾘﾃｨと共
に来ます。Atmel Studioのｲﾝｽﾄｰﾙ中にｽﾀｰﾄ ﾒﾆｭｰのAtmelﾌｫﾙﾀﾞ内にAtmel Studio 7.0 Command Promptと呼ばれるｼｮｰﾄｶｯﾄが作
成されます。このｼｮｰﾄｶｯﾄのﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸにより、ｺﾏﾝﾄﾞ ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄが開き、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ命令を入力することができます。ｺﾏﾝﾄﾞ行ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ
はAtmel Studioｲﾝｽﾄｰﾙ ﾊﾟｽ内のAtmel\Atmel Studio 7.0\atbackend\ﾌｫﾙﾀﾞ内にｲﾝｽﾄｰﾙされます。

ｺﾏﾝﾄﾞ行ﾕｰﾃｨﾘﾃｨのより多くのﾍﾙﾌﾟを得るには以下の命令を入力してください。

 atprogram --help

8. 特別な考慮

8.1. Atmel AVR XMEGA OCD

OCDとｸﾛｯｸ駆動

MCUが停止動作に移行すると、OCDｸﾛｯｸはMCUｸﾛｯｸとして使われます。OCDｸﾛｯｸはJTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが使われている場合はJTA 
G TCK、またはPDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが使われている場合はPDI_CLKのどちらかです。

Atmel AVR JTAGICE mkⅡはAtmel AVR XMEGA目的対象に対して可変ｸﾛｯｸ速度を提供しません。

停止動作でのSDRAMﾘﾌﾚｯｼｭ

OCDが停止動作の時は上の項で記述されるようにMCUはPDIまたはJTAGのｸﾛｯｸによってｸﾛｯｸ駆動されます。ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞまたはOCD
によってこの周波数は何も知られていないため、自動的に低ﾘﾌﾚｯｼｭ周期(0x10)が使われます。この値は使用者によって変更するこ
とはできません。

停止動作でのI/O単位部

殆どのAtmel megaAVRﾃﾞﾊﾞｲｽと異なり、XMEGAのI/O単位部は停止動作で停止されます。これはUSART送信が中断され、計時器
(とPWM)が停止されることを意味します。

ﾊｰﾄﾞｳｪｱ中断点

2つのｱﾄﾞﾚｽ比較器と2つの値比較器で4つのﾊｰﾄﾞｳｪｱ中断点(ﾌﾞﾚｰｸ ﾎﾟｲﾝﾄ)比較器があります。これらは以下のような一定の制限を
持ちます。

・ 全ての中断点は同じ形式(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑまたはﾃﾞｰﾀ)でなければなりません。
・ 全てのﾃﾞｰﾀ中断点は同じﾒﾓﾘ領域(I/O、SRAM、またはXRAM)でなければなりません。
・ ｱﾄﾞﾚｽ範囲が使われる場合はIつの中断点だけができます。

これは設定することができる各種組み合わせです。

・ 2つの単独ﾃﾞｰﾀまたはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのｱﾄﾞﾚｽ中断点
・ 1つのﾃﾞｰﾀまたはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのｱﾄﾞﾚｽ範囲中断点
・ 単一値比較を持つ2つの単独ﾃﾞｰﾀ ｱﾄﾞﾚｽ中断点
・ ｱﾄﾞﾚｽ範囲、値範囲、またはその両方を持つ1つのﾃﾞｰﾀ中断点

中断点が設定できない場合にAtmel Studioは何故かを告げます。ｿﾌﾄｳｪｱ中断点が利用可能の場合、ﾃﾞｰﾀ中断点がﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ中断点
を超える優先権を持ちます。

外部ﾘｾｯﾄとPDI物性

PDI物理ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはｸﾛｯｸとしてﾘｾｯﾄ線を使います。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ中、ﾘｾｯﾄのﾌﾟﾙｱｯﾌﾟは10kΩまたはそれ以上か、または全てを取り去ら
れるべきです。どんなﾘｾｯﾄ ｺﾝﾃﾞﾝｻも取り去られるべきです。他の外部ﾘｾｯﾄ元は切断されるべきです。

8.2. Atmel megaAVR OCDとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE OCD

I/O周辺機能

例え中断点(ﾌﾞﾚｰｸ ﾎﾟｲﾝﾄ)によってﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行が停止されても、殆どのI/O周辺機能は動作を続けます。例:UART送信中に中断点
に到達した場合、その送信は完了されて対応するﾋﾞｯﾄが設定されます。例え実施のﾃﾞﾊﾞｲｽに於いて普通はもっと後で起こっても、送
信完了(TXC)ﾌﾗｸﾞが設定(1)されて次のｺｰﾄﾞの単一段階実行(ｼﾝｸﾞﾙ ｽﾃｯﾌﾟ)で利用可能になります。

以下の2つの例外を除いて全てのI/O周辺機能は停止動作で動作を続けます。

・ ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ (ｿﾌﾄｳｪｱ前処理部を使って構成設定可能)
・ ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏ (ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ中のﾘｾｯﾄを防ぐため、常に停止されます。)

単一段階実行I/Oｱｸｾｽ

停止動作でI/Oが動作を続けるため、或るﾀｲﾐﾝｸﾞの問題を避けることに注意が払われるべきです。例えば次のｺｰﾄﾞです。

 OUT PORTB,$AA
 IN TEMP,PINB
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このｺｰﾄﾞを普通に走行すると、IN動作によって採取される時にﾃﾞｰﾀが物理的に未だﾋﾟﾝにﾗｯﾁされていないので、TEMPｼﾞﾚｽﾀは
$AAを読み戻さないでしょう。PINﾚｼﾞｽﾀに正しい値が存在することを保証するには、OUTとINの命令間にNOP命令が配置されなけれ
ばなりません。

けれども、OCDを通してこの関数を単一段階実行(ｼﾝｸﾞﾙ ｽﾃｯﾌﾟ)すると、例え単一段階実行中にｺｰﾄﾞが停止されていても、I/Oが全
速で動くため、このｺｰﾄﾞは常にPINﾚｼﾞｽﾀで$AAを与えます。

単一段階実行とﾀｲﾐﾝｸﾞ

或るﾚｼﾞｽﾀは制御信号許可後に与えられた周期数内で読みまたは書きされることが必要です。停止動作でI/Oｸﾛｯｸと周辺機能は全
速で動作を続けるため、そのようなｺｰﾄﾞ全体を通しての単一段階実行(ｼﾝｸﾞﾙ ｽﾃｯﾌﾟ)はﾀｲﾐﾝｸﾞの必要条件に合いません。2つの単
一段階実行間で、I/Oｸﾛｯｸは100万回の周期を走行するかもしれません。そのようなﾀｲﾐﾝｸﾞの必要条件を持つﾚｼﾞｽﾀの読みまたは
書きを成功するには、ﾃﾞﾊﾞｲｽを全速で走行して非分断動作として読みまたは書きの手順が実行されるべきです。これはｺｰﾄﾞを実行
するのにﾏｸﾛまたは関数呼び出しを使うことによって行われるか、またはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ環境で「ｶｰｿﾙまで走行」機能を使うことができます。

16ﾋﾞｯﾄ ﾚｼﾞｽﾀのｱｸｾｽ

Atmel AVR周辺機能は代表的に8ﾋﾞｯﾄ ﾃﾞｰﾀ ﾊﾞｽ経由でｱｸｾｽすることができる多数の16ﾋﾞｯﾄ ﾚｼﾞｽﾀ(例えば、16ﾋﾞｯﾄ ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀの
TCNTn)を含みます。16ﾋﾞｯﾄ ﾚｼﾞｽﾀは2つの読みまたは書きの操作を使ってﾊﾞｲﾄ ｱｸｾｽされなければなりません。16ﾋﾞｯﾄ ｱｸｾｽの中
間での中断、またはこの状況全体を通しての単一段階実行(ｼﾝｸﾞﾙ ｽﾃｯﾌﾟ)は誤った値に帰着し得ます。

制限されるI/Oﾚｼﾞｽﾀ ｱｸｾｽ

或るﾚｼﾞｽﾀはそれらの内容に影響を及ぼさずに読むことができません。このようなﾚｼﾞｽﾀは読むことによって解除(0)されるﾌﾗｸﾞを含む
それら、または緩衝されたﾃﾞｰﾀ ﾚｼﾞｽﾀ(例えば、UDR)を含みます。ｿﾌﾄｳｪｱ前処理部はOCDﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの意図された邪魔しない性質を
守るため、停止動作時にこれらのﾚｼﾞｽﾀの読み込みを防ぎます。加えて、いくつかのﾚｼﾞｽﾀは副作用の発生なしに安全に書くことが
できません。それらのﾚｼﾞｽﾀは読み込み専用です。例えば以下です。

・ どれかのﾋﾞｯﾄに’1’を書くことによって解除(0)されるﾌﾗｸﾞがあるﾌﾗｸﾞ ﾚｼﾞｽﾀ。これらのﾚｼﾞｽﾀは読み込み専用です。

・ UDRとSPDRのﾚｼﾞｽﾀは単位部の状態に影響を及ぼさずに読むことができません。これらのﾚｼﾞｽﾀはｱｸｾｽ不可です。

8.3. Atmel megaAVR OCD (JTAG)

ｿﾌﾄｳｪｱ中断点

これが初期のOCD単位部を含むため、ATmega128[A]はｿﾌﾄｳｪｱ中断点(ﾌﾞﾚｰｸ ﾎﾟｲﾝﾄ)用のBREAK命令の使用を支援しません。

JTAGｸﾛｯｸ

目的対象ｸﾛｯｸ周波数はﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を開始する前にｿﾌﾄｳｪｱ前処理部で正確に指定されなければなりません。同期の理由に関し
て、信頼に足るﾃﾞﾊﾞｯｸﾞのためにJTAG TCK信号は目的対象ｸﾛｯｸ周波数の1/4未満でなければなりません。高すぎる目的対象ｸﾛｯｸ
周波数設定はﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ完了のすぐ後でのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業の失敗を引き起こすでしょう。これは表示される多数の偽のSLEEP、WAKE 
UP、IDRのﾒｯｾｰｼﾞが伴われるかもしれません。JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ経由でのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ時、TCK周波数は実際に使われるｸﾛｯｸ周波
数ではなく、目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽの最大周波数定格によって制限されます。

内部RC発振器使用時、この周波数がﾃﾞﾊﾞｲｽ間で変わり得て、温度とVCCの変化によって影響を及ぼされることに注意してください。
目的対象ｸﾛｯｸ周波数を指定する時に控え目にしてください。ｿﾌﾄｳｪｱ前処理部を使って目的対象ｸﾛｯｸ周波数を設定する方法の詳
細については「ｿﾌﾄｳｪｱ統合」をご覧ください。

JTAGENとOCDENのﾋｭｰｽﾞ

JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは既定でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)にされているJTAGENﾋｭｰｽﾞを使って許可されます。これはJTAGﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽへのｱ
ｸｾｽを許します。この機構を通して、OCDENﾋｭｰｽﾞをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)にすることができます(既定のOCDENは非ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(1))。これはﾃﾞﾊﾞｲ
ｽのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを容易にするためのOCDへのｱｸｾｽを許します。ｿﾌﾄｳｪｱ前処理部は作業を終える時にOCDENﾋｭｰｽﾞを常に非ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
(1)にして置くことを保証し、それによってOCD単位部による不要な電力消費を制限します。JTAGENﾋｭｰｽﾞが予期せず禁止された場
合、SPIまたはPPでのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ法を使って再許可することだけができます。

JTAGENﾋｭｰｽﾞがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)される場合、JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはﾌｧｰﾑｳｪｱでJTAG禁止(JTD)ﾋﾞｯﾄを設定(1)することによって未だ禁止す
ることができます。これはｺｰﾄﾞをﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ不能にし、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を試みる時に行われるべきではありません。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業開始時にこの
ようなｺｰﾄﾞがAtmel AVRﾃﾞﾊﾞｲｽで既に実行した場合、Atmel AVR JTAGICE mkⅡは接続している間、RESET線を活性にします。この
線が正しく配線されているなら、目的対象AVRﾃﾞﾊﾞｲｽをﾘｾｯﾄに強制し、それによってJTAG接続を許します。

JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが許可される場合、JTAGﾋﾟﾝは交換ﾋﾟﾝ機能に使うことができません。これらはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｺｰﾄﾞからJTDﾋﾞｯﾄを設定(1)
することによってJTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが禁止されるか、またはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを通してJTAGENﾋｭｰｽﾞが解除(1)されることによっ
てかのどちらかまで専用JTAGﾋﾟﾝに留まります。

IDR事象

応用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑがﾃﾞﾊﾞｯｸﾞされつつあるAVRﾃﾞﾊﾞｲｽのOCDRﾚｼﾞｽﾀにﾃﾞｰﾀのﾊﾞｲﾄを書くと、JTAGICE mkⅡはこの値を読み取ってｿﾄﾄｳｪ
ｱ前処理部のﾒｯｾｰｼﾞ ｳｨﾝﾄﾞｳにそれを表示します。IDRﾚｼﾞｽﾀは100ms毎にﾎﾟｰﾘﾝｸﾞされ、故にそれへのより高い頻度での書き込みは
信頼に足る結果を生じないでしょう。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ中にAVRﾃﾞﾊﾞｲｽが電力を失うと、偽のIDR事象が報告され得ます。これは目的対象電圧
がAVRの最小動作電圧以下に落ちる時にJTAGICE mkⅡが未だﾎﾟｰﾘﾝｸﾞをし得るために起きます。
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8.4. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE OCD

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE通信(dW)ﾋﾟﾝは物理的に外部ﾘｾｯﾄ(RESET)と同じﾋﾟﾝに配置されます。従って、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが許可された
時は外部ﾘｾｯﾄ元が支援されません。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE許可(DWEN)ﾋｭｰｽﾞはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREが機能するために目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽで設定(0)されなければなりません。このﾋｭｰｽﾞは
Atmel AVRﾃﾞﾊﾞｲｽが工場から出荷される時に既定によって非ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(1)にされます。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｲﾝﾀｰﾌｪｰｽそ自身はこのﾋｭｰｽﾞを
設定するのに使うことができません。DWENﾋｭｰｽﾞを設定するには、SPI動作が使われなければなりません。ｿﾌﾄｳｪｱ前処理部は必要
なSPIﾋﾟﾝが接続されていれば自動的にこれを処理します。Atmel Studioのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞからもSPIﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを使って設定する
ことができます。

・ 以下か、

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE部でﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を開始を試みてください。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが許可されていなければ、Atimel Studioは再試
行を提案するか、またはSPIﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを使ってﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREの許可を試みるでしょう。完全なSPIﾍｯﾀﾞ接続があれば、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE
が許可され、目的対象の電源OFF/ONを尋ねられます。これはﾋｭｰｽﾞ変更を有効にするのに必要とされます。

・ または、

SPI動作でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開き、識票が正しいﾃﾞﾊﾞｲｽと一致していることを確認してください。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREを許可するために
DWENﾋｭｰｽﾞに選択印を付けて(をﾁｪｯｸして)ください。

注: SPI許可(SPIEN)ﾋｭｰｽﾞがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)にされ、ﾘｾｯﾄ禁止(RSTDISBL)ﾋｭｰｽﾞがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)にされて置くことが重要です!。これを行
わないことはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE動作でﾃﾞﾊﾞｲｽを固着状態にし、DWENﾋｭｰｽﾞを戻すために高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞが必要とされます。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを禁止するには、DWENﾋｭｰｽﾞを非ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(1)にするのに高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを使ってください。代わりに、
SPIENﾋｭｰｽﾞが設定(0)されているなら、SPIﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞに実行を許すために、自身を一時的に禁止するのにﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREそれ自身を
使ってください。

注: SPIENﾋｭｰｽﾞがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)にされて置かれなければ、Atmel Studioはこの操作を完了すつことができず、高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞが使わ
れなければなりません。

・ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業中、’Debug’ﾒﾆｭｰから’Disable debugWIRE and Close’ﾒﾆｭｰ任意選択を選んでください。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREは一時的に禁
止され、Atmel StudioはDWENﾋｭｰｽﾞを非ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(1)にするのにSPIﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを使います。

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)にされたDWENﾋｭｰｽﾞを持つことは全ての休止動作形態で走行すべき、ｸﾛｯｸ ｼｽﾃﾑのいくつかの部分を許します。これは
休止動作中のAVRの電力消費を増します。従って、DWENﾋｭｰｽﾞはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREが使われない時に、常に禁止されるべきです。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREが使われる目的対象PCBの設計時、正しい動作のために以下の考慮が行われなければなりません。

・ dW/(RESET)線上のﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗は10kΩよりも小さく(強く)てはなりません。ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞがこれを提供するため、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE機能に関
してﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗は必要とされません。

・ VCCへのRESETﾋﾟﾝ直接接続はﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを失敗にさせます。

・ RESETﾋﾟﾝに接続されたどの安定用ｺﾝﾃﾞﾝｻも、それがｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの正しい動作を妨げるため、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE使用時に切断されな
ければなりません。

・ RESET線上の全ての外部ﾘｾｯﾄ元または他の活性な駆動部は、それらがｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの正しい動作を妨げるため、切断されなけれ
ばなりません。

目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽの施錠ﾋﾞｯﾄは決してﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)にしてはなりません。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは正しく機能するために施錠ﾋﾞｯﾄが解
除(1)されていることが必要です。

8.5. Atmel AVR UC3 OCD

JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

いくつかのAtmel AVR UC3ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗで、JTAGﾎﾟｰﾄは既定で許可されていません。これらのﾃﾞﾊﾞｲｽの使用時、Atmel AVR JTA 
GICE mkⅡがJTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを許可できるようにRESET線を接続することが重要です。

RESETﾋﾟﾝに接続されたどの安定用ｺﾝﾃﾞﾝｻも、それがｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの正しい動作を妨げるため、aWire使用時に切断されなければなり
ません。

aWireｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

ﾃﾞｰﾀがそれら2つの領域寒で同期されなければならないため、aWire通信のﾎﾞｰﾚｰﾄはｼｽﾃﾑ ｸﾛｯｸの周波数に依存します。JTAGIC 
E mkⅡはｼｽﾃﾑ ｸﾛｯｸが低かったことを自動的に検出してそれによってﾎﾞｰﾚｰﾄを再校正します。自動校正は8kHzのｼｽﾃﾑ ｸﾛｯｸ周波
数への低下でだけ動きます。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業中のより低いｼｽﾃﾑ ｸﾛｯｸへ切り替えは目的対象との接触を失わさせるかもしれません。

必要とされるなら、aWireﾎﾞｰﾚｰﾄはﾂｰﾙ ﾁｪｰﾝでaWireﾊﾟﾀﾒｰﾀを設定することによって制限することができます。自動検出は未だ動き
ますが、上限値は結果を強いるでしょ

停止休止動作

いくつかのAVR UC3ﾃﾞﾊﾞｲｽは1.8V調整されたI/O線を持つ3.3V供給動作で使うことができる内部調整器を持ちます。これは内部調
整器がｺｱと殆どのI/Oの両方に給電することを意味します。JTAGICE mkⅡはこの調整器が停止する停止休止動作を支援しません。
換言すればこの休止動作はﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ中に使えません。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ中にこの休止動作を使うことが必要条件なら、代わりにAtmel AVR 
ONE!ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを使ってください。
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9. 障害対策

9.1. 障害対策の手引き

表9-1. 障害対策の手引き

有りそうな原因問題 解決策

ＪTAGﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ開始、その後突然
に失敗。

1. Atmel AVR JTAGICE mkⅡが充
分に給電されていない。

2. MCUC(S)Rﾚｼﾞｽﾀ内のJTAG禁止
ﾋﾞｯﾄが応用によってうっかり書か
れてしまった。

3. 同期が失われた。

1. JTAGICE mkⅡがUSBだけから給電されている場合、USBは
500mA供給できることが必要とされます。

2. 制御を取り戻すためにRESETをLowに保持してJTAG禁止
ﾋﾞｯﾄが書かれないようにｺｰﾄﾞを変更してください。

3. JTAGICE mkⅡと目的対象基板を電源OFF/ONしてくださ
い。PCとJTAGICE mkⅡ間の通信速度を下げることが必要と
されるかもしれません。

ﾃﾞﾊﾞｲｽにｺｰﾄﾞを書き込むのにJT 
AGICE mkⅡ使用後、もはやｴﾐｭ
ﾚｰﾀが動かない。

1. ＪTAG許可(JTAGEN)ﾋｭｰｽﾞが禁
止されてしまっている。

2. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが未だ活
性。OCDとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの両方を同
時に使うことは不可能です。

1. JTAGENﾋｭｰｽﾞをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)にしてください。

2. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを閉じてその後にｴﾐｭﾚｰﾀ動作へ移
行してください。

JTAGICE mkⅡがAtmel Studioま
たは他のｿﾌﾄｳｪｱ前処理部によっ
て検出されるが、目的対象ﾃﾞﾊﾞｲ
ｽへ接続しない。

JTAG : JTAGENﾋｭｰｽﾞがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
(0)にされていない。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE : ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE許可(D 
WEN)ﾋｭｰｽﾞがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)にされて
いない。

JTAG : JTAGENﾋｭｰｽﾞをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)にするのに他のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝ
ｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使ってください。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE : DWENﾋｭｰｽﾞをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)にするのに他のﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使ってください。

Atmel Studioが電圧不在ﾒｯｾｰｼﾞ
を出す。

1. 目的対象基板上に電力なし。

2. VTrefが接続されていない。

3. 目的対象電圧が低すぎる。

1. 目的対象基板に電力を印加してください。

2. JTAGｺﾈｸﾀがVTref信号を含むのを確実にしてください。

3. 目的対象電源が充分な電力を提供できることを確実にして
ください。

OCD許可(OCDEN)ﾋｭｰｽﾞが禁止
されるが、JTAGICE mkⅡを使っ
てOCDが未だ可能。

JTAGICE mkⅡはOCDが禁止されて
いる場合にOCDENﾋｭｰｽﾞを自動的
にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)にします。

これは正しい動作です。

Atmel StudioのI/Oｳｨﾝﾄﾞｳでいく
つかのI/Oﾚｼﾞｽﾀが正しく更新さ
れない。

邪魔しない読み戻しが不可能な時
にJTAGICE mkⅡはAtmel Studioの
I/Oｳｨﾝﾄﾞｳでこの位置を更新しませ
ん。

このI/O位置を一時ﾚｼﾞｽﾀ内に読んで、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ中にそれを見
てください。これによってどのﾚｼﾞｽﾀが影響を及ぼされるかに
ついての情報に関しては「特別な考慮」章をご覧ください。

Atmel STK500とAtmel STK502と
でのATmega169ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞが外部ｸ
ﾛｯｸ使用時に動かない。

STK502上のTOSCｽｨｯﾁがTOSC位
置になっている。

STK502基板でこのｽｨｯﾁをXTAL位置に設定してください。

ｿﾌﾄｳｪｱ中断点(ﾌﾞﾚｰｸ ﾎﾟｲﾝﾄ)使
用後時々目的対象が”固まって”
正しく動かない。

JTAGICE mkⅡのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業が正
しく閉じられず、ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ領域に
未だBREAK命令が存在。

JTAGICE mkⅡのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を正しく閉じることを確実にする
か、または正しいhexﾌｧｲﾙでﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘを再書き込みしてくだ
さい。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｴﾐｭﾚｰﾄ開始後
OK、その後突然に失敗。

1. JTAGICE mkⅡが充分に給電され
ていない。

2. 駆動部または容量(ｺﾝﾃﾞﾝｻ)がRE 
SET線上の通信を邪魔する。

3. 同期が失われた。

1. JTAGICE mkⅡがUSBだけから給電されている場合、USBは
500mA供給できることが必要とされます。

2. RESET線上の全ての 駆動部または容量(ｺﾝﾃﾞﾝｻ)を取り
去ってください。どのﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗も10kΩよりも大きいことを
確実にしてください。

3.  JTAGICE mkⅡと目的対象基板で電源をOFF/ONしてくだ
さい。PCとJTAGICE mkⅡ間の通信速度を下げることが必要
とされるかもしれません。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE作業後のSPIﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾐﾝｸﾞが不可能。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREが許可されると、SPIｲﾝ
ﾀｰﾌｪｰｽは禁止される。

「特別な考慮」の「ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE OCD」項で記述されるようにSPI
ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを再許可してください。SPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを許可する
のにｺﾏﾝﾄﾞ行ｿﾌﾄｳｪｱを使ってください。

SPIとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREのどちらの接
続も動かない。

SPIとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが
禁止されている。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREは施
錠ﾋﾞｯﾄがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)されている場合
に動きません。

高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞで目的対象に接続してください。SPIまたは
ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREを許可して、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREを使う場合は施錠ﾋﾞｯﾄ
が解除(1)してください。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREまたはJTAG使用時
に異常ﾒｯｾｰｼﾞまたは他の奇妙
な動き。

目的対象が安全動作領域外で走
行。最大周波数対VCC。

実際のﾃﾞﾊﾞｲｽ用ﾃﾞｰﾀｼｰﾄで「電気的特性」章で記述されるよう
な安全動作領域内で目的対象が走行することを確実にしてく
ださい。周波数低減や電圧増加を行ってください。
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10. ﾌｧｰﾑｳｪｱ格上げ更新
ﾌｧｰﾑｳｪｱを格上げ更新する方法の情報についてはAtmel Studio使用者の手引きをご覧ください。

11. 公開履歴と既知の問題

11.1. 新規情報

表11-1. 本公開での新規事項

ﾌｧｰﾑｳｪｱ版 主: 7.26、従: 7.26

Studio公開版 Atmel Studio 6.2 SP1

注釈 ｻｲﾝｵﾌでの状態LED修正

11.2. ﾌｧｰﾑｳｪｱ改訂履歴 (Atmel Studio)

表11-2. 以前の公開版

ﾌｧｰﾑｳｪｱ版 主: 7.25、従: 7.25

Studio公開版 Atmel Studio 6.2

注釈 発振器校正を修正

ﾌｧｰﾑｳｪｱ版 主: 7.24、従: 7.24

Studio公開版 Atmel Studio 6.1 SP2

注釈
・ 施錠されたPDIﾃﾞﾊﾞｲｽのｱｸｾｽを修正
・ megaAVRに対する開始の問題を修正

ﾌｧｰﾑｳｪｱ版 主: 7.20、従: 7.20

Studio公開版 AVR Studio 5.1

注釈

・ 改善されたﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE単一段階実行(ｼﾝｸﾞﾙ ｽﾃｯﾌﾟ)性能
・ 大きな(>320KB)Atmel AVR XMEGAﾃﾞﾊﾞｲｽでのｿﾌﾄｳｪｱ中断点(ﾌﾞﾚｰｸ ﾎﾟｲﾝﾄ)を支援
・ aWire自動ﾎﾞｰﾚｰﾄ計算を改良
・ (低電圧で見られる)XMEGAﾌﾗｯｼｭ ﾍﾟｰｼﾞ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ異常を修正
・ 新しいXMEGAﾃﾞﾊﾞｲｽに対して修正されたﾁｯﾌﾟ消去制限時間
・ XMEGAﾃﾞﾊﾞｲｽでの高いSUT値に対する支援

ﾌｧｰﾑｳｪｱ版 主: 7.12、従: 7.12

Studio公開版 AVR Studio 5.0 一般公開

注釈

ﾌｧｰﾑｳｪｱ版 主: 7.11、従: 7.11

Studio公開版 AVR Studio 5.0 公開β2

注釈 改善されたaWire速度

ﾌｧｰﾑｳｪｱ版 主: 7.06、従: 7.06

Studio公開版 AVR Studio 5.0 公開β1

注釈 なし

11.3. 既知の問題

それら各々の分野での既知の問題が以下の項で記述されます。

11.3.1. 全般

・ ｿｰｽ ﾚﾍﾞﾙでのGCCで生成されたｺｰﾄﾞの単一段階実行(ｼﾝｸﾞﾙ ｽﾃｯﾌﾟ)は常に可能でないかもしれません。最良の結果のために最
適化ﾚﾍﾞﾙを最低に設定し、必要な時に逆ｱｾﾝﾌﾞﾌﾞﾗ ｳｨﾝﾄﾞｳを使ってください。

11.3.2. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ関連

・ Atmel AVR JTAGICE mkⅡをOFFに切り替える前に常に目的対象の電力をOFFに切り替えてください。電流が応用から漏れてｴﾐｭ
ﾚｰﾀへの損傷に帰着し得るため、給電された応用へ接続されたJTAGICE mkⅡを決して電力断のままにしないでください。

・ 目的対象応用がJTAGﾋﾟﾝを汎用入出力用に使う場合、JTAGICE mkⅡは(JTAG許可ﾋｭｰｽﾞが設定されていれば)JTAGﾋﾟﾝ経由で
目的対象をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするのに未だ使われ得ます。けれども、目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのRESETﾋﾟﾝをｴﾐｭﾚｰﾀのnSRSTﾋﾟﾝに接続すること
を確実にしてください。この接続なしでは、目的対象応用がﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ後の走行を妨げられ得ます。応用がJTAGﾋﾟﾝを出力として
駆動する場合、それらはｴﾐｭﾚｰﾀや目的対象に損傷を与える結果になり得る、ｴﾐｭﾚｰﾀとの信号競合になるでしょう。
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11.3.3. Atmel AVR XMEGA関連

・ ﾒﾓﾘ割り当て動作でEEPROMをｱｸｾｽするｺﾄｰﾄﾞを通しての段階実行は各EEPROMﾍﾟｰｼﾞのﾊﾞｲﾄ0の破損を引き起こすかもしれませ
ん。

11.3.4. JTAG(mega)関連

・ 目的対象電力が失われた、または外部ﾘｾｯﾄが印加された時に、いくつかの偽事象ﾒｯｾｰｼﾞが現れるかもしれません。

・ 自己変更ｺｰﾄﾞを含むﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄについて : ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞする(目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽからPCへ内容を読む)時に、ﾘｾｯﾄ ﾍﾞｸﾀへﾘ
ｾｯﾄする前に数ms間、目的対象AVRが走行(RUN)動作に入ります。これは目的対象応用が目的対象Atmel AVRのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘと
EEPROMの状態と変わったかもしれないことを意味します。
対策 : 応用は自己変更ｺｰﾄﾞが意図せずｱｸｾｽされないように書かれなければなりません。

11.3.5. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE関連

・ ﾃﾞﾊﾞｲｽのｺｰﾄﾞがﾃﾞﾊﾞｲｽをﾘｾｯﾄを強制すると、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE通信は失われます。BOD、WDTまたは他のﾘｾｯﾄ元がﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE通信
を失わさせます。再確立された通信を得るには高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞが必要とされます。

・ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾒﾓﾘの最終ｱﾄﾞﾚｽに中断点(ﾌﾞﾚｰｸ ﾎﾟｲﾝﾄ)が設定された場合、その中断点到達後に実行を続けることが不可能です。段階
実行や実行はﾃﾞﾊﾞｲｽを走行にさせないでしょう。中断点の命令は一旦中断後に実行されないでしょう。

・ 終結しないｿｰｽ ｺｰﾄﾞの最後に渡る段階実行はdWを異常ﾒｯｾｰｼﾞを生成させるでしょう。これはﾃﾞﾊﾞｲｽがここに消去されてしまって
いないｺｰﾄﾞを含むためです。使われないﾌﾗｯｼｭ ﾍﾟｰｼﾞがﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ開始時に消去されないことに注意してください。

・ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業中に目的対象の電圧や周波数を変更してはいけません。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業が先に終わらされなければなりません。

・ 発振校正(OSCCAL)とｸﾛｯｸ前置分周(CLKPR)のﾚｼﾞｽﾀはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ中に応用で書くことができません。これはAtmel AVR JTAGIC 
E mkⅡに同期を失わさせ、Atmel SudioはJTAGICE mkⅡと通信することができないでしょう。この問題を修正するためにﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業
を再開してください。

・ 電力削減(PRR)ﾚｼﾞｽﾀを持つﾃﾞﾊﾞｲｽで直列周辺ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ電力削減(PRSPI)ﾋﾞｯﾄは1を書かれてはなりません。このﾋﾞｯﾄが1を書か
れた場合、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE単位部へのｸﾛｯｸが禁止され、JTAGICE mkⅡとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ間の全ての通信が停止されます。
現在、このﾊﾞｸﾞはATmega48/88/168に存在します。

・ 多すぎる中断点(ﾌﾞﾚｰｸ ﾎﾟｲﾝﾄ)の挿入は非常に低い目的対象ｸﾛｯｸ周波数に於いて通信を失わさせ得ます。中断点の挿入または
取り外しの時に、変更された中断点を含む各ﾌﾗｯｼｭ ﾍﾟｰｼﾞに対して、JTAGICE mkⅡは目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽに対してﾌﾗｯｼｭ ﾍﾟｰｼﾞ全
体を読んで変更して書かなければなりません。非常に低いｸﾛｯｸ周波数(kHz程度)での走行時、これはAtmel Studioを制限時間超
過にさせ得ます。
対策 : 群で中断点を挿入して挿入間を単一段階実行(ｼﾝｸﾞﾙ ｽﾃｯﾌﾟ)してください。

・ 128kHzｸﾛｯｸ元での走行時、CLKDIV8ﾋｭｰｽﾞを設定(0)しないでください。これはｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ速度が低すぎるためにﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を
失敗させます。成功するﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用の最小ｸﾛｯｸ速度は128kHzです。

・ CLKDIV8ﾋｭｰｽﾞの設定(0)はﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE使用時に接続問題を引き起こし得ます。最良の結果のため、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ中にこのﾋｭｰｽﾞを非
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(1)のままにして置いてください。

11.3.6. 共通

・ I/OｳｨﾝﾄﾞｳでI/Oﾋﾞｯﾄを編集時、”そのﾋﾞｯﾄ位置に1を書くことによって解除(0)される”ﾌﾗｸﾞを解除(0)するには、最初にそれを解除(0)
してその直後にそれを設定(1)してください。それは設定(1)去れた後、次の周期で目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽによって自動的に解除(0)されま
す。設定(1)したﾌﾗｸﾞがﾚｼﾞｽﾀに書き戻され、故に自動的に解除(0)されるので、ﾚｼﾞｽﾀ内で設定(1)されたどのﾌﾗｸﾞもﾚｼﾞｽﾀを編集す
ることによって解除(0)されることにも注意してください。

・ SLEEP命令の単一段階実行(ｼﾝｸﾞﾙ ｽﾃｯﾌﾟ)はﾃﾞﾊﾞｲｽを休止動作に置きません。単一段階実行の代わりに実行(Run)動作を使って
ください。

・ Atmel Studioのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾒﾓﾘ ｳｨﾝﾄﾞｳを使って目的対象のﾌﾗｯｼｭ内容を編集する、または監視(Watch)ｳｨﾝﾄﾞｳでﾌﾗｯｼｭ内容を編集
することは不可能です。

・ USB使用時、同じAtmel Studioの実体からﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業で1つのAtmel AVR JTAGICE mkⅡとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ用に別の1つを使うことは不
可能です。ﾃﾞﾊﾞｲｽをﾃﾞﾊﾞｯｸﾞすることと、また利用可能なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持つことが必要な時は、独立したAtmel St udioの
実体を使ってください。

・ ﾊﾞｽ給電USBﾊﾌﾞ経由でJTAGICE mkⅡが接続される場合、USB上でJTAGICE mkⅡを格上げ更新することは不可能です。

・ 安全機能としてどれかの施錠ﾋﾞｯﾄが設定(0)された時にﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｼｽﾃﾑが禁止されることに注意してください。

・ 互換ﾋｭｰｽﾞを持つﾃﾞﾊﾞｲｽに対してJTAGICE mkⅡでﾃﾞﾊﾞｯｸﾞをする間、互換ﾋｭｰｽﾞを設定(0)しないでください。

・ いくつかのﾃﾞﾊﾞｲｽで、LPM命令直後に2つの命令の1つでの実行中断は逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ ｳｨﾝﾄﾞｳで表示されるﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘを不正にする
ようです。
対策 : LPMｺｰﾄﾞを単一段階実行(ｼﾝｸﾞﾙ ｽﾃｯﾌﾟ)しない、そしてLPM命令直後に中断点(ﾌﾞﾚｰｸ ﾎﾟｲﾝﾄ)を挿入しないでください。
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12. 改訂履歴

資料改訂 日付 注釈

42710A 2016年4月 初版資料公開
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的、明示的または法令による如何なる保証も否認し、何ら責任がないと認識します。たとえAtmelがそのような損害賠償の可能性を進言されたとし
ても、本資料を使用できない、または使用以外で発生する(情報の損失、事業中断、または利益と損失に関する制限なしの損害賠償を含み)直
接、間接、必然、偶然、特別、または付随して起こる如何なる損害賠償に対しても決してAtmelに責任がないでしょう。Atmelは本資料の内容の正
確さまたは完全性に関して断言または保証を行わず、予告なしでいつでも製品内容と仕様の変更を行う権利を保留します。Atmelはここに含まれた
情報を更新することに対してどんな公約も行いません。特に別の方法で提供されなければ、Atmel製品は車載応用に対して適当ではなく、使用さ
れるべきではありません。Atmel製品は延命または生命維持を意図した応用での部品としての使用に対して意図、認定、または保証されません。

安全重視、軍用、車載応用のお断り: Atmel製品はAtmelが提供する特別に書かれた承諾を除き、そのような製品の機能不全が著しく人に危害を
加えたり死に至らしめることがかなり予期されるどんな応用(”安全重視応用”)に対しても設計されず、またそれらとの接続にも使用されません。安全
重視応用は限定なしで、生命維持装置とｼｽﾃﾑ、核施設と武器ｼｽﾃﾑの操作用の装置やｼｽﾃﾑを含みます。Atmelによって軍用等級として特に明確
に示される以外、Atmel製品は軍用や航空宇宙の応用や環境のために設計も意図もされていません。Atmelによって車載等級として特に明確に示
される以外、Atmel製品は車載応用での使用のために設計も意図もされていません。

© HERO 2020.

本応用記述はAtmelのJTAGICE mkⅡ使用者の手引き(Rev.42710A-04/2016)の翻訳日本語版です。日本語では不自然となる重複する形容表現
は省略されている場合があります。日本語では難解となる表現は大幅に意訳されている部分もあります。必要に応じて一部加筆されています。頁割
の変更により、原本より頁数が少なくなっています。

必要と思われる部分には( )内に英語表記や略称などを残す形で表記しています。

青字の部分はﾘﾝｸとなっています。一般的に赤字の0,1は論理0,1を表します。その他の赤字は重要な部分を表します。

https://www.facebook.com/AtmelCorporation
https://twitter.com/Atmel
http://www.linkedin.com/company/atmel-corporation
https://plus.google.com/106109247591403112418/posts
http://www.youtube.com/user/AtmelCorporation
http://en.wikipedia.org/wiki/Atmel
http://www.atmel.com
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